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か
ら
さ
わ

地
平

議
員（
共
産
）

　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
一
種
で
あ
る

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
を
含

む
泡
消
火
剤
な
ど

の
市
中
在
庫
の
状

況
は
。

生
活
環
境
部
長

　

令
和
２
年
度
に
国

が
実
施
し
た
在
庫

量
調
査
に
よ
り
、

都
道
府
県
単
位
で

は
在
庫
量
を
把
握

し
て
い
る
が
、
市

単
位
で
は
把
握
し

奈
良
﨑

久
和

議
員（
公
明
）

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
や
周
知
に

つ
い
て
の
市
の
考
え
は
。
ま

た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
身
近
な
場
所
へ
の
設

置
状
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は

早
期
の
対
応
が
救
命
率
を
高

め
る
こ
と
か
ら
、
身
近
な
場

所
へ
設
置
し
て
あ
る
こ
と
や

多
く
の
人
が
機
器
を
操
作
で

き
る
よ
う
講
習
の
受
講
に
よ

る
人
的
な
育
成
等
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
設
置
状
況
と
し

て
は
、
そ
の
多
く
が
文
化
セ

ン
タ
ー
等
の
公
共
施
設
へ
設

置
さ
れ
て
い
る
。

議
員
　
市
民
が
活
用
可
能
な

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
と
し
て
日
本

Ａ
Ｅ
Ｄ
財
団
の
「
救
命
サ
ポ

福
田

千
夏

議
員（
公
明
）　

能
登
半
島
地
震
を
通
じ
て
分

か
っ
た
、
本
市
の
災
害
施
策

の
課
題
を
聞
き
た
い
。

危
機
管
理
監

　
災
害
発
生
直

後
で
は
、
安
否
確
認
な
ど
の

情
報
収
集
を
迅
速
か
つ
適
切

に
行
う
た
め
の
仕
組
み
づ
く

り
や
、
多
く
の
市
民
・
職
員

奥
村

さ
ち
子

議
員（
ネ
ッ
ト
）

　
国
が
令
和
６
年
度
に
行
う

介
護
報
酬
の
改
定
で
は
訪
問

介
護
の
基
本
報
酬
が
引
き
下

げ
ら
れ
る
た
め
、
本
市
で
も

人
材
不
足
の
加
速
が
危
惧
さ

て
い
な
い
。
な
お
、
国
か
ら

自
治
体
に
お
け
る
使
用
状
況

等
の
情
報
提
供
依
頼
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
市
所
有
施
設

で
使
用
し
た
際
の
情
報
を
環

境
政
策
課
へ
提
供
す
る
よ
う

周
知
し
て
い
る
。

議
員
　
泡
消
火
剤
は
、
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
を
含
ま
な
い
も
の
に
置

き
換
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、
市
の
考
え
は
。

生
活
環
境
部
長

　
国
の
専
門

家
会
議
で
、
代
替
の
促
進
が

必
要
と
の
意
見
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
の
動
向
を
注
視
し
、

山
本

真
実

議
員（
自
由
）　

農
業
者
が
都
市
農
業
を
継
続

し
て
い
く
上
で
の
課
題
に
つ

い
て
、
市
の
見
解
は
。

生
活
環
境
部
長

　
安
定
的
に

農
産
物
を
生
産
し
、
い
か
に

農
業
収
入
を
高
め
る
か
と
い

っ
た
課
題
が
あ
る
。
本
市
と

し
て
も
都
市
農
業
の
必
要
性

を
多
く
の
市
民
に
理
解
し
て

も
ら
い
、
農
業
者
の
負
担
感

の
軽
減
に
つ
な
げ
て
い
く
。

議
員
　
現
在
、

食
料
だ
け
で
な

く
、
農
薬
等
ま

で
輸
入
に
頼
っ

て
い
る
状
況
で

あ
り
、
実
質
的

な
食
料
自
給
率

は
10
％
に
届
か

な
い
。
将
来
的

に
は
市
民
の
食

料
安
全
保
障
に

坂
本

け
ん
い
ち

議
員（
公
明
）

　
自
治
会
や
町
会
の
加
入
者

は
年
々
減
少
し
て
い
る
と
思

わ
れ
、
そ
の
原
因
と
し
て
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機
能

低
下
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

自
治
会
の
重
要
性
や
住
民
同

士
の
触
れ
合
い
の
関
係
性
な

ど
を
改
め
て
見
直
す
べ
き
と

考
え
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、

災
害
発
生
時
の
防
災
拠
点
に

も
な
る
公
会
堂
に
、
都
の
補

助
金
を
活
用
し
常
時
接
続
が

可
能
な
Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
環
境
を

整
え
た
自
治
会
も
あ
る
と
聞

竹
内

祐
子

議
員（
共
産
）　

４
期
目
に
入
っ
た
高
野
市
政

に
つ
い
て
問
う
。
学
校
給
食

費
の
無
償
化
の
決
断
に
至
っ

た
の
は
、
市
民
か
ら
の
要
望

を
踏
ま
え
た
も
の
か
。
ま
た

は
、
議
会
で
の
議
論
や
陳
情

の
採
択
な
ど
に
よ
る
も
の
か
。

市
長

　
国
や
23
区
の
動
向
、

市
民
や
議
会
か
ら
の
意
見
、

市
の
財
政
状
況
な
ど
を
総
合

的
に
勘
案
し
て
判
断
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
給

食
費
無
償
化
に
関
す
る
陳
情

が
議
会
に
提
出
さ
れ
、
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
た
こ
と
が

大
き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。

議
員
　
自
衛
隊
で
行
う
職
員

研
修
を
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し

て
い
た
と
聞
く
が
、
現
在
の

状
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

人
事
・
法
制
担
当
参
事

　
災

害
時
救
援
・
救
助
活
動
実
践

研
修
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
３
年

間
実
施
で
き
な
い
状
況
に
あ

っ
た
が
、
航
空
自
衛
隊
府
中

基
地
の
協
力
に
よ
り
令
和
５

年
度
か
ら
再
開
し
て
い
る
。

他�

非
正
規
ワ
ー
カ
ー
の
処
遇
改

善
を
求
め
て

西
の

な
お
み

議
員（
無
所
）

　
児
童
館
を
不
登
校
の
子
ど

も
た
ち
や
中
高
生
の
居
場
所

と
し
て
充
実
さ
せ
る
こ
と
を

要
望
す
る
が
、
不
登
校
の
子

ど
も
が
児
童
館
を
日
中
に
利

用
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

市
民
協
働
推
進
部
長
　
中
学

生
ま
で
で
あ
れ
ば
児
童
館
自

体
の
利
用
は
可
能
で
あ
る
が
、

児
童
館
指
導
員
が
不
在
の
時

間
帯
が
あ
り
、
ま
た
、
子
ど

も
の
心
の
ケ
ア
な
ど
の
対
応

は
困
難
で
あ
る
。

議
員
　
深
刻
化
す
る
子
ど
も

た
ち
の
問
題
を
解
決
す
る
役

割
が
公
的
な
施
設
に
は
あ
る

と
思
う
が
、
児
童
館
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
考
え
は
。

市
民
協
働
推
進
部
長
　
不
登

校
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
対
応

や
中
高
生
の
居
場
所
づ
く
り

等
の
対
応
は
、
一
施
設
の
担

当
部
署
で
は
な
く
市
と
し
て

そ
の
対
応
策
を
検
討
す
べ
き

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま

え
た
上
で
児
童
館
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

他�

「
保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業
」

に
つ
い
て

く
。
そ
こ
で
、
自
治
会
等
の

デ
ジ
タ
ル
機
器
の
導
入
費
用

や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
市

で
補
助
す
る
考
え
は
。

市
民
協
働
推
進
部
長
　
全
て

の
自
治
会
等
が
公
会
堂
を
所

有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

た
め
公
平
性
に
課
題
が
あ
る

こ
と
や
、
Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
の
利

用
目
的
や
頻
度
が
明
示
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
コ
ス
ト

に
対
す
る
効
果
を
十
分
に
検

証
で
き
な
い
た
め
、
現
時
点

で
は
当
該
補
助
制
度
の
検
討

は
行
っ
て
い
な
い
。

近
隣
市
と
の
情
報
共
有
等
を

図
り
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

他�「
自
閉
症
・
情
緒
障
害
特
別
支

援
学
級
」
の
設
置
と
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
の
充
実
に
向
け
て

も
つ
な
が
る
た
め
、
学
校
給

食
用
に
地
場
産
の
農
産
物
を

優
先
的
に
高
い
値
段
で
買
い

取
る
こ
と
を
要
望
す
る
が
、

給
食
の
野
菜
全
体
の
何
％
を

地
場
産
で
賄
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長

　
令
和
４
年
度
の

実
績
で
６
・
75
％
で
あ
る
。

今
後
も
多
く
の
地
場
産
野
菜

を
使
用
し
て
い
き
た
い
。

他�

小
・
中
学
校
の
教
科
書
採
択
に

つ
い
て

ー
タ
ー
『
ｔ
ｅ
ａ
ｍ
　
Ａ
Ｓ

Ｕ
Ｋ
Ａ
』
」
が
あ
る
が
、
こ

れ
に
対
す
る
市
の
認
識
は
。

福
祉
保
健
部
長

　
同
ア
プ
リ

内
に
は
、
周
辺
に
あ
る
Ａ
Ｅ

Ｄ
設
置
場
所
ま
で
の
道
案
内

情
報
ツ
ー
ル
が
あ
り
、
救
命

率
を
上
げ
る
た
め
の
有
効
な

機
能
と
認
識
し
て
い
る
。

が
被
災
し
た
中
で
の
避
難
所

の
早
期
開
設
及
び
運
営
体
制

の
構
築
が
課
題
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
避
難
所
の
開
設

後
で
は
、
ト
イ
レ
不
足
を
は

じ
め
と
す
る
衛
生
面
の
課
題

や
支
援
物
資
の
確
保
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
れ
の
方

策
が
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員
　
能
登
半
島
地
震
で
、

全
国
の
自
治
体
か
ら
被
災
地

へ
派
遣
さ
れ
た
、
衛
生
的
で

照
明
も
使
え
る
移
動
型
の
ト

イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
を
本
市
で

導
入
す
る
考
え
は
。

危
機
管
理
監

　
ト
イ
レ
ト
レ

ー
ラ
ー
等
の
必
要
性
は
十
分

認
識
し
て
お
り
、
今
後
積
極

的
に
車
両
確
保
を
推
進
す
る
。

他�

子
宮
頸
が
ん
検
診
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ

検
査
の
導
入
を
求
め
る

れ
る
。
そ
こ
で
、
市
内
で
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
離
職
者
数

の
状
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長
　
５
年
度
の

市
の
調
査
に
回
答
し
た
訪
問

介
護
事
業
所
の
約
７
割
で
、

離
職
者
が
職
員
全
体
の
１
割

を
超
え
る
状
況
に
あ
る
。

議
員
　
人
材
確
保
に
つ
な
げ

る
た
め
、
市
と
し
て
訪
問
介

護
従
事
者
の
処
遇
改
善
の
た

め
の
支
援
は
で
き
な
い
か
。

福
祉
保
健
部
長
　
国
は
、
基

本
報
酬
は
引
き
下
げ
る
も
の

の
、
職
場
環
境
や
賃
金
の
改

善
を
要
件
と
し
た
処
遇
改
善

加
算
を
組
み
合
わ
せ
、
報
酬

の
引
き
上
げ
を
図
る
と
し
て

い
る
。
事
業
所
に
加
算
の
取

得
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も

に
情
報
を
共
有
す
る
中
で
、

本
市
と
し
て
必
要
な
支
援
策

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

自
治
会
等
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
導
入
費
用
や

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
市
で
補
助
す
る
考
え
は

市
民
が
活
用
可
能
な
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

「
ｔ
ｅ
ａ
ｍ　

Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
」
に
対
す
る

市　
　

の　
　

認　
　

識　
　

は

学
校
給
食
で
は
野
菜
全
体
の
何
％
を

地
場
産
で
賄
っ
て
い
る
の
か

コ

ス

ト

に

対

す

る

効

果

を

十

分

に

検

証

で

き

な

い

た

め

補
助
制
度
の
検
討
は
行
っ
て
い
な
い

周
辺
に
あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
ま
で
の

道
案
内
情
報
ツ
ー
ル
が
内
蔵
さ
れ
て
お
り

有
効
な
機
能
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

令
和
４
年
度
の
実
績
は
６
・
75
％
で
あ
り

今

後

も

多

く

の

地

場

産

野

菜

を

使

用

し

て

い

き

た

い

泡消火剤はＰＦＡＳを含まないものに
置き換える必要があると思うが
市 の 考 え は

不登校の子どもが児童館を
日中に利用することは可能か

能登半島地震で被災地に派遣された
移動型のトイレトレーラーを
本 市 で 導 入 す る 考 え は

市 と し て 訪 問 介 護 従 事 者 の
処遇改善のための支援はできないか

４期目に入った高野市政
学校給食費の無償化の
決断に至った理由は

国 の 動 向 を 注 視 し
近隣市との情報共有等を図り
適 切 に 対 応 し て い く

中学生までの児童館の利用自体は
可 能 で あ る が
心のケアなどの対応は困難である

今後積極的にトイレトレーラー等の
車 両 確 保 を 推 進 す る

事業所と情報を共有する中で
本市として必要な支援策を
検 討 し て い き た い

陳 情 が 全 会 一 致 で
議会において採択されたことが
大きな要因の一つである

▲学校給食にも活用されています

▲�もしものときのためにアプリ
で設置場所を確認しましょう


